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I 基礎インターンシップにおける学びと課 

題設定の理由 

(1）基礎インターンシップにおける学び 

筆者は基礎インターンシップで第6 学年に配 

属された。 6年団の先生方は「学びの消費者で 

はなく,生産者になろう」と児童に指導をされ 

ていた。学びの生産者とは,授業の中で課題に 

ついて自分なりに考えて意見をもち,その上で 

対話を行うことによって児童同士の学び合いの 

中で学習を深め，，学びを創っていくということ 

である。この指導によって,答えがない間いに 

ついても児童は自分の考えを持ち,対話を行う 

ことによって考えを深め，自分なりの答えを導 

き出していくことができていた。 

次に筆者が基礎インターンシップで行った授 

業実践について述べる。筆者は第6学年社会科 

の「近代国家に向けて」（全5時間）の第4時の 

授業実践を行った。ここでは, 日露戦争に大き 

な犠牲をはらいながら勝利したことや,朝鮮を 

併合して植民地にしたこと,産業が発展したこ 

と，野口英世らが科学の発展に貢献したことな 

どによって,国際社会における日本の地位が向 

上して関税自主権を回復したことを取り扱う。 

この授業における筆者の課題は，児童に教科 

書や資料集を使ってその時に起こったことなど 

を調べさせてそれを発表させるだけになってし 

まったことである。調べたことを全体の場で発 

表する際には,出来事同士のつながりを考えさ 

せることができず,積極的に発表する児童とそ 

うではない児童とに分かれてしまった。児童が 

出来事同士のつながりを理解し,学級の全員が 

自分の考えを表現するためには,朝鮮を併合し 

植民地にしたことや産業が発展したことについ 

て調べさせた後で, 日本にどのような利益があ 

ったのかをまずは個人で考え,児童同士で対話 

を行う場面を設定する必要があったと考える。 

(2）課題設定の理由 

基礎インターンシップでの学びから，筆者の 

授業実践における課題を克服するためにまずは, 

児童一人ひとりが自分の考えを持つことができ 

るような授業づくりを行う必要があると考えた。 

そのためには，児童が自力解決の際に何を考え 

るのかがわかる必要があると考え,実践研究課 

題「I発問・指示の明確化」として,授業設計 

の際に発問・指示計画を作成しようと考えた。 

また，児童が何を考えるかが理解できていても 

どのように考えるのかがわからないと考えるこ 

とができないので実践研究課題「～考え方の提 

示」として,何を使って考えるのかを児童に提 

示してから個人思考の時間をとるようにしよう 

と考えた。そして,学級の全員の児童が「わか 

る・できる」ようになるために実践研究課題「～ 

つまずきの想定」として，授業設計の際に児童 

がどこにつまずくのかを想定し,それに対する 

支援を行おうと考えた。これらのことを行った 



うえで児童同士で対話を行えば,それぞれの児 

童が自分の考えを表現したり，友だちの考えに 

触れ，新しい考えを見つけたりして学びが深ま 

るような授業にできると考え，本研究課題を設 

定した。 

2 総合インターンシップにおける授業実践 

の省察 

筆者は，第2学年の算数「しきと計算」（全2 

時間）の単元において授業実践を行った。第1 

時の授業実践の主な学習課題は,あひるが17 羽 

いるところに6羽来て,また4羽来たという増 

増の問題場面から,後から来た6羽と4羽をま 

とめてたす考え方を1つの式に表すときに（ ) 

を使うことを知らせ，加法の結合法則が成り立 

つことや, ( ）を使った式の計算順序について 

理解することである。 

筆者の実践研究課題である「I発問・指示の 

明確化」として,発問・指示計画を作成した。 

このことによって, 自力解決の際に児童は何を 

考えるのかを理解することができ，個人思考を 

行うことができていた。しかし，発問や指示を 

明確にすることはできたが,間いかける内容が 

不適切なものがあり,児童の混乱を招いてしま 

ったことが課題であると考える。筆者は, じゆ 

んにたす考え方として2つの式（17+6=23, 23 

+4= 27）を示し，この2つの式を1つの式にす 

るためには同じ数字を探す必要があるというこ 

とを児童に伝えた。その際に，F 17 +6= 23 の23 

と23 + 4 = 27 の23 は同じか？違うか？」と児 

童に問いかけてしまった。それまでの児童の発 

言から,初めにいた17羽と後から来た6羽をた 

して23 羽になっていることを理解している様 

子だったので,筆者から改めて同じかどうかと 

間われると違うのかもしれないと不安になって 

しまったのだろう。この部分は,同じかどうか 

を問うのではなく，筆者が同じであるというこ 

とを児童に伝える必要があったと考える。この 

ことから,発間・指示の明確化を行うとともに, 

発間・指,-jcの精選も行っていく必要があるとい 

うことを感じた。 

実践研究課題「～の考え方の提示」と「～つ 

まずきの想定」について述べる。筆者は，「～つ 

まずきの想定」として直前に学習した「まとめ 

てたす」考え方と「じゅんにたす」考え方の理 

解が十分ではない児童がいると考えた。このつ 

まずきを解消するために「まとめてたす」考え 

方と「じゅんにたす」考え方を再度数図ブロツ 

クを用いて操作し,ブロックの操作と式とのつ 

ながりを確認するようにした。この数図ブロツ 

クの操作が「～考え方の提示」にあたる。筆者 

は式を立てる際に問題文からすぐに立式を行う 

のではなく,数図ブロックで表してから立式を 

行うように展開した。そうすることで，問題文 

を見て頭の中で問題場面をイメージすることが 

難しい児童も数図ブロックにより問題場面を把 

握することができる。この操作を低学年のとき 

に繰り返し行って習慣化することによって,間 

題解決の際には図などを書いて問題場面を把握 

しようと児童は考えると思うので，児童に問題 

の考え方を教えるという点からも必要な活動で 

あったと考える。そして，数図ブロックで問題 

場面を表せると,それをそのまま式に表せばよ 

いので,児童は容易に立式できると考える。ま 

た,数図ブロックと式がリンクしているので, 

児童はどうしてそのような式になるのかという 

理由を説明することができると考える。この活 

動を取り入れたことによって,前述した児童の 

つまずきを解消することができたと考える。 

第2時の授業実践の主な学習課題は，150 円 



で消しゴム1個（90 円）と鉛筆を1本（70 円, 

60 円，50 円のどれか）を買うことができるかを 

考え,それを等号や不等号を用いて式に表すこ 

とである。筆者は教科書の問いを⑦150 円で90 

円の消しゴム1個と 70 円の鉛筆を1本買うこ 

とができるか,④150 円で90 円の消しゴム1個 

と 50 円の鉛筆を1本買うことができるか，⑦ 

150 円で90 円の消しゴム1個と60 円の鉛筆を 

1 本買うことができるかと3つの間いに分けて 

児童に提示した。 

筆者の実践研究課題である「I発間・指示の 

明確化」として,発問・指示計画を作成した。 

このことによって, 自力解決の際に児童は何を 

考えるのかを理解することができ,個人思考を 

行うことができていた。一方，課題として150 

と 90 + 60 の大小関係を考えさせるときにペア 

トークを行う場面を設定したが,何を話し合う 

のかについての指示が，答えを確認することの 

みになってしまったことである。筆者は,児童 

にペアトークをさせる際に「友達がどんなふう 

に考えたのかを聞いてみよう」と指示してしま 

った。そのため,児童は「同じって書いたよ」 

などと何と書いたのかという答えを述べるだけ 

になってしまった。この場面では,答えを確認 

するだけでなく,「どうしてそう書いたのかも聞 

いてみよう」のように理由を話すようにさせる 

指示が必要であったと考える。そうすることに 

よって, Ii50 と90 + 60 は大きさが同じだから 

『＝』と書いた」といった発言が生まれ, 150= 

90 + 60 の式の意味も確認しながら問題を解く 

ことができ,等号や不等号の意味を理解して等 

式や不等式に表すという本時の目標を全員が達 

成することができたと考える。 

「～考え方の提示」として，問題⑦を全体で 

解きながらワークシートの書き方を確認し,問 

題①や⑦も同様の手順で解いていけばよいとい 

うことを示した。自力解決を行った①の問題は 

ほとんどの児童が150>90+ 50 と解答すること 

ができていた。このような成果が得られた要因 

として,本時で取り扱う問題⑦，⑥,⑦はすべ 

て同じ書き方で統一してワークシートを作成し, 

授業の際の筆者の板書ともリンクするようにし 

たためであると考えられる。このことから板書 

とワークシートを対応させることの重要性を改 

めて感じることができた。 

「 つまずきの想定」については,問題⑨を 

解く際に, 150 と90 + 60 を比べると大きさが等 

しくなることをどのような言葉や記号を用いて 

表せばよいのかということについて難しいと感 

じ る児童がいるのではないかと考えた。そこで, 

前時の授業実践の際に, 17+ 6= 23 という等式 

の左辺である「17+6」と右辺である「23」は等 

しいので互いに置き換えることができる（23 = 

17+6）ということを確認するようにした。そし 

て,机間指導の際に, 150 と90 + 60 が同じであ 

ることに気が付いた児童に対して「同じってこ 

とを前の授業でどんな記号で書いたかなつ」と 

問えば前時の学習を想起し，「＝」と表せばいい 

ことに気づけると考えた。さらに,それでも「＝」 

という記号を思い出すことが難しい児童がいる 

と考えたので,問題を解いた後にペアトークを 

行って自分の考えを説明させようと考えた。こ 

うすることで,児童全員が「＝」と表せばいい 

ことに気づけると考えた。その結果,児童全員 

が「＝」の記号をワークシートに記入すること 

ができていた。これらの支援を行ったので問題 

⑦を解いた時には,ほとんどの児童が自力でそ 

れぞれの考えを書くことができており,ペアト 

ークの際にも自分の考えを発言できている児童 

が多く見られた。 



3 今後の展望 

筆者は本研究に取り組み，授業実践を行う中 

で3つの学びがあった。 1 つ目は，児童のつま 

ずきを把握し, 日々，授業改善を行っていくこ 

との大切さである。今回の授業実践を通して, 

自力解決の時間に全く何を考えたらいいのかわ 

からないといった児童の姿は見られなかったよ 

うに感じているが，何を考えたらいいのかがわ 

かっていても正解を導き出すことが難しい場面 

があるということを感じた。そのような児童の 

姿から,筆者がすべきであった支援を考えた。 

しかし,教える内容は同じでも教える相手であ 

る児童は同じではないので，この方法で授業を 

すればいつでもどんな児童でも全員が正解を導 

き出すことができるという指導方法はないとい 

う結論に至った。そこで筆者がこれから大切に 

しなければいけないのは, この方法なら全員が 

わかるという方法を見つけることではなく, 目 

の前の児童のつまずきを見取って常にどう指導 

すればより分かりやすくなるのかを考えるとい 

うことだと感じた。そのためには，児童がどこ 

まで理解しているのかを筆者がわかっている必 

要がある。 

2つ目は，授業の最後までになんとか児童全 

員が「わかった」と言えるようにするというこ 

とである。上記にも示したように様々な支援を 

行っても自力解決の時間に全員が正解を導き出 

すことができない場面もある。自力解決の時間 

には正解を導き出すことが大切なのではなく, 

児童自身が何がわかって何がわからないのかと 

いうことを明確にすることが大切であり,その 

後の児童同士の対話や児童と教師との対話を通 

して,授業の最後に「わかった」と言えるよう 

に授業づくりを行うことが重要であると考える 

ようになった。そして,それも難しい場合には, 

単元を通して学習内容を指導したり，年間を通 

して繰り返し指導を行ったりしていく必要があ 

ると考える。 

3つ目は,対話をより効果的に行える場面を 

考え,対話を通して何をりるのかということを 

筆者が明確にしておくことである。何かわから 

ないことがあったり，疑間に思うことがあった 

りするからこそ,友だちの考えを聞いてみた 

い，自分の考えを聞いてほしいと思うことがで 

きるようになると筆者は考える。そのため授業 

設計を行う際に,対話ありきで授業を考えるの 

ではなく，何について対話を行うとより効果的 

なのかをまずは考える必要があると感じた。そ 

して,対話による効果に基づいて対話で何をす 

るのかを明らかにしておく必要がある。対話に 

よる効果として,複数人で考えたり意見を交換 

したりして自分一人では考えつかなかったよう 

な考えに触れたり, 自分の考えに誤りがあった 

場合に修正したりするということが挙げられる 

と思う。そういったことが生み出せるように対 

話を行う際に相手の考えと自分の考えは同じか 

どうかを比べさせる必要があると考えた。そう 

することで，自分と相手が同じ考えであった場 

合, 自分の考えに自信を持つことができたり, 

考えが異なる場合に「なぜそう考えるのか」と 

いったことを質間しあったりすることができる 

ようになると考える。また,対話は双方向のや 

り取りなので, 自分の考えを相手にわかるよう 

に伝えることと，相手の考えを詳細に知るため 

に聞くことのスキルを伸ばすトレーニングを行 

う必要があると考える。このトレーニングは全 

教育活動を通じて行えるものなので,学校にお 

けるすべての場面において指導を行おうと考え 

ている。こうすることによって，対話のできる 

子どもたちを育てることができると考える。 


